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1概要 
本論文ではユーザの動的な表情変化に対応した化粧支

援システムについて述べる.本システムはユーザの化粧後

顔のイメージと化粧の方法を再現したアニメーションに

よって男性の化粧支援を行う. 

2背景 
従来,化粧はマナーや相手に好印象を与える等の目的で

多くの女性に行われているが,近年では就職活動やサブカ

ルチャー面での利用目的で男性も化粧を行う機会が増え

つつある[1][2][3].また,ニュースキャスター等のテレビ

に映る職業に就く男性は映りを良くするために以前から

化粧を行っている.こういった事柄から,場面や必要性に

合わせた化粧の需要が男性でも増えつつあると言える.し

かし,化粧を始めるには化粧品の使い方,塗る範囲等が分

からないという問題や,表情が変化する事で同一の化粧で

も印象が異なる問題が存在する.ネット上の質問サイトに

て同様の問題について男性からの投稿が 100 件以上ある

のを確認した.これらの問題には男性の顔の特徴に関する

事もあり,それに合わせた化粧支援の必要性が考えられる. 

3男性化粧への応用 
男性の顔は女性に比べ骨格が浮き出ている,髭が濃く毛

穴が大きい等の差異がある.我々は化粧を頻繁に行う男性

5 名,女性 56 名の合計 61 名を対象にアンケートを行い.

この差異と化粧の関連性について調査を行った.その結果

から,男性が化粧を行う場合,肌をきれいに見せる為に髭

を隠す事や,骨格による陰影を失くす為に明るい色の化粧

品を用いるなどの事が分かった.よって本システムでは,

男性の化粧は男女の顔の差異を目立たなくする事で,きれ

いになる,女性的な見た目になる等の目的を達成する事を

前提とする.差異を目立たなくするために,本研究では化

粧品の色に着目した.男性用の化粧品は女性用として販売

されるものよりも色が濃く,髭や骨格による陰影等を隠し

やすくすることによって差異を消している. 

調査結果から得た男性化粧の目的毎に適していると思

しき色を複数選出し,それが本当に適しているかの調査を

追加で行った.本研究ではその調査で得た男性化粧の目的

毎に適した色をシステム内に組み込むことにより,男性化

粧への応用とした. 

4関連研究 
従来の化粧後のイメージの確認ができる化粧支援シス

テムでは,化粧品メーカー等で研究が行われている[4].ま

た,化粧の方法の支援に関しても同様である[5][6].しか

し,従来の化粧支援システムでは女性を前提としており,

また,化粧の方法をテキストやイラストを用いて説明して

いるため,手の動きや,ファンデーション等の塗る範囲が

曖昧な物に対応できない問題が考えられる. 本システム

では化粧の方法提示にアニメーションを用いることで,対

応する.また,アニメーションの方が時間による変化のな

い表示よりも,化粧の方法を理解しすいと考えられる. 

5目的 
 我々は化粧をするユーザの動的な表情の変化に対応す

る事で,先の 2 章と 4 章で述べた問題の解決をしようと考

えた.化粧を行うユーザの顔を web カメラで取得し,顔か

ら特徴点を得る.それを元に化粧の方法や塗る範囲の提示,

化粧後のイメージを作成する事で,ユーザが確認したいと

思う任意の表情で化粧の方法や化粧後の印象を確認する

ことが可能である.本論ではその手法を実装したシステム

の開発を行い,男性の化粧支援をすることを目的とする. 

6システム概要 
本システムは,動的な表情変化に対応した化粧支援システ

ムであり,画像処理部とユーザインタフェース部で構成さ

れている.入力は web カメラを用いて動画像を取得する.

画像処理部では,特徴点取得部,マスク画像生成部,フィル

タ作成部の流れで処理を行う.ユーザインタフェース部で

は,画像処理部で生成された画像をもとに顔タイプ選択部,

化粧範囲表示部,化粧アニメーション部が化粧支援を行う. 

使用する化粧品の種類はファンデーション,アイシャド

ウ,アイブロウ,チーク,リップである.これは使用率が高

いメークアイテムの上位 5位である[7]. 

図 1 がシステムの全体の構成である. 

 
図 1. システムの全体の構成 

6.1画像処理部 
入力画像は web カメラから取得した人物画像である.フ

レーム毎に処理を行い出力する.最初に入力画像から顔の

特徴点を算出する.得られた特徴点を基に化粧を施す範囲

を指定し,処理範囲を示すマスク画像を生成する.化粧フ

ィルタではマスク画像によって指定された適用範囲に 5

つの化粧フィルタそれぞれの処理を適用し化粧後イメー

ジを生成し出力する. 

6.1.1特徴点取得部 
化粧フィルタを適用する

為に入力画像から顔を識別

し,適用範囲に利用する部位

である目,眉,鼻,口,頬,輪郭

を表す特徴点を算出する.本

システムでは特徴点取得に

オープンソースライブラリ

である FaceTracker を利用

している[8].FaceTracker で

は特徴点取得に CLM 法を使

用している.これは基本とな

る顔の特徴点データを検出する入力画像にフィッティン
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グし調整する事で特徴点を算出する手法である.入力画像

から算出された特徴点は 2 次元座標の値で取得する(図

2).頬の特徴点は FaceTracker で取得できないため,輪郭

と鼻の特徴点から新たに算出する. 

6.1.2マスク画像生成部 
FaceTracker により算出された特徴点を基にマスク画

像生成を行う.生成手順としては,まず黒塗りの画像を用

意し,次に検出部位毎の特徴点を参照する.各点を結んだ

範囲を白で塗りつぶすことで生成する. 

6.1.3化粧フィルタ部 
化粧フィルタとは現実での化粧を仮想空間で画像に施

すための画像処理フィルタの事である.本システムで採用

している 5 つの化粧フィルタは入力画像にファンデーシ

ョン,アイシャドウ,アイブロウ,チーク,リップの順に段

階的に適応され最終的に一つの出力結果として出される. 

6.1.4動的な表情変化への対応 
FaceTracker を用いて顔特徴点のトラッキングを行う

ことで,顔の表情や角度が変化しても常に化粧後のイメー

ジを動的に出力する事ができる.図 3に表情変化に対応し

た化粧後イメージの結果の例を示す. 

 
図 3 表情変化に対応した化粧後イメージの例 

左:左向き 真ん中左:右向き 真ん中右:笑顔 右:正面 

6.2ユーザインタフェース部 
ユーザインタフェース部では,ユーザの化粧支援を行う

ための表示をする.ユーザの操作画面が図 4,リアルタイ

ムに表示する化粧の仕方を表したアニメーションの表示

を行う画面が図 5,ユーザが理想とする顔タイプが反映さ

れた化粧後イメージの表示画面が図 6である. 

 
図 4 ユーザの操作画面 

        
図 5 リアルタイム表示画面     図 6 化粧後の表示画面 

6.2.1顔タイプ選択部 
ユーザが化粧を始める前に,理想の顔画像を出力するた

め顔タイプ選択を行う.タイプを選択することで,ユーザ

が望む顔の化粧後イメージが出力される.この化粧後イメ

ージを見てユーザが化粧を行う.顔タイプの種類は女装メ

イク,ナチュラルメイク,就活メイク等である.これらのタ

イプに使用されている色の組み合わせは３章で述べた色

の調査によって選定されたものである。 

6.2.2化粧範囲表示部 
化粧範囲表示部では,ユーザが化粧をしている際に各化

粧品の化粧範囲をユーザに提示する.例として図 7 がチー

ク,図 8がリップの化粧範囲の表示である. 

  
      図 7 チークの範囲                図 8 リップの範囲 
6.2.3化粧アニメーション部 
化粧アニメーション部では,ユーザが直感的に化粧の仕

方が分かるように化粧の仕方を再現したアニメーション

の表示を行う(図 9). 

 
図 9 リップのアニメーションの画面遷移 

7評価 
本システムが化粧支援システムとして有効であるかを

検証するために,8 名の評価者にシステムを利用してもら

い,システムの評価を行った.化粧後のイメージが参考に

できるのは便利だという回答を 7 人から得た.また,既存

の支援方法であるイラストやテキストでの化粧方法の指

示と本システムのアニメーションとの比較では,本システ

ムが参考になるという回答を 5 名から得られた.システム

の性能評価では,8 名中 1 名の眉の特徴点が正確に検出さ

れなかった. 

8考察・展望 
この結果から,化粧初心者が持つ問題である化粧の仕方

と表情変化後の印象の変化を確認できる点を解決できた

と言える.眉の特徴点が検出されない問題に関しては,眉

が薄すぎて検出できないのが原因である.FaceTracker が

正しく特徴点を取得できない際に,それを検知して自動で

修正する処理を今後検討する.また評価者からシステムの

画面更新速度が遅いという指摘を受けた.これは画像処理

の複雑化に伴い動画フレームレートが 10fps と低いから

である.この問題に関しては画像処理のアルゴリズムの見

直しと化粧フィルタの簡易化により解決を図る. 
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